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令和４年度 第１回尾張旭市循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時
令和 4 年度 8 月 9 日（火）
開会 午後２時００分
閉会 午後３時２０分

２ 開催場所
尾張旭市役所 南庁舎 ２０１会議室

３ 出席構成員
尾川靖子、鶴田絹子、新田美得、大川正喜、市川隆之、鏡山雅臣、藤村育子 計７名

４ 欠席構成員
千頭聡、伊藤紀子 計２名

５ 傍聴者数
０名

６ 出席した事務局職員
環境課長：木戸雅浩、環境事業センター所長：遠藤裕倫、環境課長補佐：西尾元伸、
環境課主事：飯田あゆみ

７ 議題
(1) 尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の進捗状況について
(2) 次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の策定について

８ 意見交換
(1)更なるごみの減量・資源化について
(2)燃えるごみの戸別収集について

９ 会議の要旨

（環境課長） 定刻になりましたので、ただ今から「令和４年度第１回 尾張旭市循環型
社会推進会議」を開催させていただきます。
本日は、ご多忙のところ、また、コロナ感染者数も高止まりといったとこ
ろで、まだまだ警戒が必要な状況ではありますが、会議にご出席いただき、
誠にありがとうございます。
私は環境課長の木戸と申します。よろしくお願いいたします。
循環型社会推進会議開催要綱第３条の「構成員の互選により座長を定め

る」までの間、私が進行役を務めさせていただきますので、よろしくお願
いいたします。
本会議は、平成２６年度を初年度とする尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処

理基本計画の推進を図るために開催するもので、構成員の任期は２年とな
っております。
そのため、この４月に構成員を改選し、本日お集まりいただきましたメ

ンバーで２年間進めていくこととなります。メンバーのご紹介は後ほどさ
せていただきますが、皆様には今後、いろいろな面でご意見やご協力など
をいただくことになろうかと思いますので、どうぞ、よろしくお願いいた



2

します。
本日、急遽千頭構成員から欠席のご連絡を受けております。そして、地

域活動連絡協議会の伊藤紀子様から連絡はありませんが、ご出席されてい
ない状況でございまして、本日の出席者は、９名中 7 名であります。
なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基づき、
傍聴を認めていること、また、本会議の内容については情報公開の対象と
なることも、あわせてご了承いただきますようお願いいたします。
では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。

＜資料の確認＞
それでは、次第に沿って会議の進行をさせていただきます。

1.自己紹介及び座長の選出・座長職務代理者の指名について

（環境課長） まず、「自己紹介及び座長の選出・座長職務代理者の指名について」でご
ざいます。
今回４名の方に新たに参加していただくことになりました。名簿はお配

りしておりますが、順番に全員の方に簡単な自己紹介をお願いします。

（自己紹介） ＜構成員＞→＜事務局職員＞

（環境課長） 本市の尾張旭市一般廃棄物処理基本計画が令和５年度に期限を迎えるこ
とから、今年から２か年に渡り、次期計画を皆様と一緒に策定していきま
す。策定にあたり支援をしていただくのが、株式会社東和テクノロジーの
皆様になります。順に自己紹介をお願いします。

（自己紹介）

（環境課長） 続きまして、「座長の選出・座長職務代理者の指名について」に進みます。
本会議の座長は、会議開催要綱の第３条第２項の規定で、構成員の互選に
よることとされております。
初めに座長の互選の方法についてご意見はございますか。

特に方法についてご意見がなければ、自薦、または、推薦にて決めさせて
いただきます。どなたかございますか。

（尾川構成員） 本日は欠席されていますが、千頭様は、これまでも座長をしておられ、
また、大学教授として知識や経験が豊富だと、前任の者から聞いておりま
す。よって、千頭様を座長として推薦します。

（環境課長） ご意見ありがとうございます。ただ今、千頭様のご推薦をいただきまし
た。他の推薦等がなければ千頭様に座長をお願いしたいと思います。また、
千頭様には事前に、推薦で名前があがればお引受けいただけるとのことで
御承知いただいておりますので、千頭様に座長をお願いすることとさせて
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いただきます。
続きまして「座長職務代理者の指名について」です。この件につきまし

ては、尾張旭市循環型社会推進会議開催要綱第３条第３項に基づき、「座長
より指名」することとなっております。本日欠席の千頭様の意向を踏まえ、
ご報告させていただきます。自治会活動の中で地域の課題に精通しておら
れる自治連合協議会の新田構成員を座長職務代理者として指名させていた
だきたいとのことでした。よろしいでしょうか。

（拍手）

（環境課長） それでは、新田構成員に座長職務代理者をお願いしたいと思います。よ
ろしくお願いします。
本日は座長が不在のため、座長職務代理者である新田様に司会進行をし

ていただきます。新田様は、座長席にお移りいただき、以降の進行をお願
いいたします。

２.議題 ⑴尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の進捗状況について

（新田座長 代 理） 私が司会進行を務めさせていただきます。みなさまご協力お願いします。
それでは、議題⑴「尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の進捗状況
について」、事務局より説明をお願いします。

（事務局） 資料 1，2 の説明

【議題⑴審議】

（新 田 座長 代 理） ありがとうございます。何かご意見、ご質問はありませんでしょうか。
数値目標のところですが、資料 1 左側の①から②を引いたものが、資源ご
みだと思うのですが、表示していただきたい。
資料２の説明の中で、№30 折りたたみ式ボックスの貸与とありました。

予算はついていますが、1 校区に 3 個 4 個と、各校区で 100 カ所集積所が
あるのに数が不足している。現実には各自治会が自分のところの予算で対
応している。折りたたみ式ボックスの貸与はもう少し拡充していただきた
い。それとプラスチックのありかたについて、プラごみで出すとき、大き
いものは小さく分割して、可燃物の中に入れて皆さん出している。それを
回収したら、もっと、家庭の中で出ているごみは削減できる。これはぜひ
とも積極的に進めていきたい。
№10、子どもに対するごみに関する学習機会の提供ですが、旭丘連合自

治会（特に旭ヶ丘地区）では、子どもたちを巻き込んで３R に関するポス
ターを書いてもらい、春、秋に、エコフェスティバルで表彰している。校
区全体でも生徒数 600 人ぐらいですが、子どもたちの中で確実に意識が変
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わると思う。われわれ自治会がしっかり進めていかなければいけない。も
っと積極的に教育方面から、啓発をお願いしたい。

（鏡山構成員） 基本施策 1-②のところで、例えば、クリーニング屋さんの服のビニール
袋はプラごみでは出せないが、プラごみの対象かどうかの判断が、一般の
人には分かり辛い。たしかに衣装ケースのような大きなものの分別をすぐ
に切り替えるのは大変だと思いますが、今すぐにもできるようなことは、
プラごみ側に移行する考えはないでしょうか。
もうひとつは、家庭系ごみは確かに一部は減っています。小型家電の関

係でと説明がありましたが、ちょっと違う方面からいうと、2018 年から
2023 年にパウチ包装の国内市場は 2.5 倍なのです。どういうことかという
と、スパゲティとかカレーのパウチは洗えないから、絶対にごみになる。
そのままどんどん増える。各メーカーさんが容器包装なるボトルは洗って
ね、と言いうが、洗剤の入ったパウチ、なかなか家庭では洗えないです。
ということでどんどん増えている。少し勘案しないといけないのかなと思
う。今回資料がなかったので、いろいろ調べてみると統計数値だと、富士
総研グループが出している資料の正確なものがあります。

（尾川構成員） 小学 6 年生で、日本文化の勉強ということでお手伝いに行ったことがあ
ります。生け花の手伝いをしたのですが、ごみがでますよね。終わった後、
花は残滓、新聞ごみは一緒にせず、分別して、ちゃんと捨てている。それ
にすごく感激した。ちゃんと学校でそういう教育されているのか、家庭で
されているのか、すごく感動した。ですが、別の学校に行ったら、学校で
ごみの収集で全部ごみにされるからと、分別せずに捨てていた。子どもの
うちから、分別を教えていくことが大切だと思います。家庭の生ごみに限
らず、なんでも生ごみに捨てればいいと思う子どももいるみたいですが、
子どものうちから、紙は紙、プラごみはプラごみというふうに周知すれば、
必然的に、自然にできるようになると思います。校区によって違いがあり、
なぜこういう地域差があるのか不思議だったので、全地域で同じようにし
ないと、ごみは減らないので、そういうことができたらと思っています。

（新田座長 代 理） 行政間でも差があって、瀬戸市は今まで、プラスチックごみは分別せず
に全部可燃ごみで回収していた。10 月から瀬戸市も変わりますが、先ほど
ご指摘があったように、プラごみをどこまでプラごみでだしていいのかと
いう部分は、もっと周知する必要があるのかなと思いました。ありがとう
ございました。他に質問はありませんか。

（鏡山構成員） 啓発、情報発信についてホームページというのはうまくやれば非常に理
解しやすいのですが、ただ、尾張旭市の人口構成は 65 歳以上が 25％。そ
うすると、25％の人達は、インターネットができる人と大きく差ができる。
当然ホームページは必要だけど、見られない人をカバーしていかないとな
らないのではないか。そのようなことを考える必要があるのではと思いま
した。
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２.議題 ⑵次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の策定について

（新田座長 代 理） 他にご質問等がないようですので、続きまして議題⑵「次期尾張旭市一般
廃棄物（ごみ）処理基本計画の策定について」、事務局より説明をお願いし
ます。

（事務局） 資料 3 の説明

（東和） 資料 4 の説明

【議題⑵審議】

（鏡山構成員） 組成調査ですが、プラスチックの 12 品目と 12 品目以外というだけのご
みですか。

（東和） そうです。
（鏡山構成員） プラスチック使用製品廃棄物の分別収集の手引きというのを環境省が定

めており、その中で、対象品目は 157 品目ありますよね。それをプラスチ
ックごみでやっちゃうのはちょっと疑問だったのですが。

（東和） 157 品目を組成調査でわけるのは現実的ではございませんので、今回の
調査では、特定プラスチック使用製品がどれくらい含まれているかという
ところで、実施したいと考えております。

3 意見交換 ⑴更なるごみの減量・資源化について

（新田座長 代 理） 他にご質問等がないようですので、続きまして次第３の意見交換に進み
ます。意見交換⑴「更なるごみ減量・資源化について」、事務局より説明を
お願いします。

（事務局） 資料 4 の説明

【意見交換⑴】
（鏡山構成員） 尾張旭市安全安心メールを、ごみ減量の啓発に使うのはどうでしょうか。

市民につながる方法だと思います。
それから生ごみの現状ですが、市のホームページでは、3010 運動が書かれ
ていたと思うのですが、手前取りは書いてありません。これは事業者と販
売店と、消費者の連携です。一般消費者に発信していくにはどうするのか
なと思いました。
水切りは 100 円ショップで買うようなストッキング型のほうが水切れが

良い。排水溝にいれるだけ使えて便利だし。水切りという考え方はすごく
分かるので、しっかり切っています。水切りの部分はアイデアはないかな。
それから農林水産省、消費者庁などで毎年 10 月は食品ロス削減月間です
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が、そういうのは情報発信はされないのでしょうか。あと、地域での活動
は、私の地域では子ども会が廃品回収で収益を得ているという話を聞いて
います。そういうのを重ねていけばいいと思う。
ごみ袋の有料化の部分ですが、廃棄物処理法では排出者責任ということ

で当然のことですけど。今までしないと言っていたものにお金を払わない
といけないという感情の部分で課題がある。ここに対しても啓発活動をど
うしていくかということが、必要ではないかと思いました。

（新田座長 代 理） 瀬戸市は来年 9 月から処理費用を含んだ有料化になる。われわれも一生
懸命分別しているが、資源ごみ回収団体による資源ごみの回収量は、2013
年から 10 年間で 220 トンぐらい減少している。分別を進めるためにも、
有料化は 1 つの方法であるし、いずれ出てくるので、どんどん広報してい
く必要があると思う。

（鏡山構成員） 容量で、小さい方が安いじゃないですか。大きいと高い。一生懸命小さ
くする。重量は変わらないけど、嵩はかわる。だからそういうのも、考え
方のひとつ。

3 意見交換 ⑵燃えるごみの戸別収集について

（新田座長 代 理） 他に何か質問がございますか。無いようですので、続きまして意見交換
⑵「燃えるごみの戸別収集について」、事務局より説明をお願いします。

（事務局） 資料 6 の説明

【意見交換⑵】
（新田座長 代 理） たまたま私、民生委員をしておりまして、あさひ訪問収集の話は、実際

に私どもが見守っている、高齢者、障がい者にも関係している。今は進め
ているかもしれないが、当時は説明程度で、あまり積極的に進められない
雰囲気があった。それから高齢化も進んでいると思います。現状は要介護
認定の問題とか、制度としてはあるが若干私の目から見たらハードルが高
い気がします。要望あるが、100％答えられないので、今後制度についても
考えていきたい。

（鏡山構成員） ペットボトルですが、非常に嵩が大きい。メーカーは今、つぶせるペッ
トボトルを出している。じゃあそれがつぶれているかというと、つぶれて
いない。簡単につぶすことができれば、捨てるときに楽なのですが、つぶ
し辛いものもある。第一段階としてつぶせるものはつぶしてほしいなと。

（新田座長 代 理） ほかにありませんか。無いようでございますので、議題にはないですけ
れども、尾張旭市循環型社会推進会議プロジェクトについて事務局から説
明お願いします。

（事務局） いろいろとご意見いただきましてありがとうございます。こちらのご意
見は次の計画について反映していきたいと思っております。改めて、機会
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を別に設けて、プロジェクトという形で意見徴収をしたいと思っておりま
す。お手元にお配りしたグループでチーム分けをさせていただきました。
このチームでより深堀した話し合いを進めていきたいと思っております。
8 月 29 日（月）に、前半後半に分けて開催したいと思っております。更な
るごみの減量資源化が 1 時 30 分から 3 時、燃えるごみの戸別収集につい
ては 3 時から 4 時半で予定をしております。よろしくお願いします。

（新田座長 代 理） それでは、会議はこれで終わります。
（事務局） 本日、いろいろなご意見をいただきましてありがとうございました。先

ほど申しました通り 8 月 29 日にプロジェクトを開催いたしますので、い
ただきました意見をさらに議論して、ご検討いただくということで。貴重
なご意見をいただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。
全体会議につきましては、今年度は本日を含めて３回、来年度は 4 回開催
を予定しておりますので、どうぞよろしくお願いします。

（鶴田構成員） このアンケートの項目ですが結構詳しくて、もうちょっとわかりやすく
回答できないかと思いました。市役所の中で職員がやってみて、けずれる
ところはけずったらとどうかなとも思います。ぱっと見た感じで思ったの
ですが、情報量が多く投げ出しそう。

（事務局） もしご意見がありましたら、後日メールかお電話で、ご連絡いただけた
らと思っておりますのでよろしくお願いします。

（鶴田構成員） 先ほどのあさひ訪問収集のことですが、私は高齢者を訪問していますが、
対象のかたは要介護が多いと思うので、ケアマネさんに相談されたら良い
と思う。

（新田座長 代 理） 地域で支えあっているところもありますので。なるべく地域でさせてい
ただいたほうが、近い方がいいと思います。

（鶴田構成員） 本当に関心がある人は少なくて。ですが、今回広報にごみの減量に関す
る記事がありましたが、広報というのは、誰かがちらっと見るので、効果
的な情報を出すのは良い取組だと思う。

閉会


